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歳
以
上
で
社
団
法
人
東
久
留

６０
米
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

新
規
入
会
し
、
就
業
で
き
る
方
が

対
象
。

　
【
コ
ー
ス
名
】
①
エ
ア
コ
ン
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
②
施
設
管
理

　
【
期
間
】①
全　

日
間
。
２
月　

13

２４

日（
火
）〜
３
月　

日（
木
）②
全
７

１１

日
間
。３
月
１
日（
月
）〜
９
日

（
火
）、い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午

１０

後
４
時

　
【
会
場
】東
京
都
高
年
齢
者
就
業

セ
ン
タ
ー
（　

中
央
線
ま
た
は
地

JR

下
鉄
飯
田
橋
駅
か
ら
徒
歩
７
分
、

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京
内
）

　
【
受
講
料
】無
料
。
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担

　
【
定
員
】
選
考
で
若
干
名

　

申
し
込
み
は
１
月　

日
（
月
）

１９

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
に

コ
ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
生
年
月
日
を
明
記
し
、
〒

１
０
２
―
０
０
７
２
、
飯
田
橋
３

ノ　

ノ
３
、
財
団
法
人
東
京
都
高

１０
齢
者
事
業
振
興
財
団
あ
て
郵
送

を
。

　

詳
し
く
は
同
財
団
�　

・
５
２

０３

１
１
・
２
３
２
７
へ
。

不
良
債
権
処
理
加
速
化
に

対
応
し
た
雇
用
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習

　

厚
生
労
働
省
は
、
主
要
銀
行
の

不
良
債
権
処
理
の
影
響
に
よ
り
雇

用
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業

主
が
管
轄
の
労
働
局
へ
雇
用
調
整

の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
「
雇
用

調
整
方
針
」
を
届
け
出
た
場
合
、

そ
の
離
職
者
に
対
す
る
再
就
職
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う

「
雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
「
地
域
雇
用
受

皿
事
業
特
別
奨
励
金
」
を
は
じ
め

と
す
る
雇
用
創
出
支
援
助
成
金
も

創
設
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
東
京
労
働
局
職
業
対

策
課
�　

・
３
８
１
８
・
８
９
６

０３

０
へ
。

　

●
神
明
山
南
遺
跡
出
土
品
一
括

（
幸
町
３
ノ　

ノ　

、市
郷
土
資
料

１１

１０

室
）　

　

中
央
三
丁
目
の
落
合
川
右
岸
に

位
置
す
る
神
明
山
南
遺
跡
は
、
昭

和　

年
（
１
９
８
７
年
）
か
ら
平

６２

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

市
の
文
化
財
を

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

新

た

に

指

定

　

教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
を
得
て
、　

月
６
日

１０

付
で
、
４
件
を
市
の
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
指
定
に
よ
り
、

市
指
定
文
化
財
は　

件
に
な
り
ま
し
た
。

５８

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
�　

・
７
７
８
４
へ
。　　

７０

　

◆
有
形
民
俗
文
化
財

　

◆
有
形
文
化
財

　

●
石
幢
六
地
蔵
（
神
宝
町
２
ノ

　

ノ
９
宝
泉
寺
内
）

１３
　

文
化
９
年
（
１
８
１
２
年
）
に

造
ら
れ
た
市
内
唯
一
の 
石
幢 
六
地

せ
き
ど
う

蔵
で
、六
面
体
の
石
幢
に
六
道（
地

獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・

天
）
の
地
蔵
菩
薩
が
そ
れ
ぞ
れ
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
銘
文
に
「
西
國
、

秩
父
、
板
東
」
と
い
う
観
音
霊
場

の
名
が
見
ら
れ
、
観
音
信
仰
の
色

彩
も
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

　

●
旧
延
命
寺
跡
民
間
信

仰
石
造
物
群
（
八
幡
町
２

ノ　

）
１１

　

旧
延
命
寺
跡
門
前
に
並

ぶ 
法
印
権
大
僧
都
亮
孝
墓 

ほ
う
い
ん
ご
ん
だ
い
そ
う
ず
り
ょ
う
こ
う
ぼ

 
塔 
、
地
蔵
菩
薩
３
体
及
び

ど
う庚

申
塔
の
石
造
物
５
体
で

す
。墓
塔
は
寛
政
７
年（
１

７
９
５
）
の
造
立
で
保
存
状
態
も

良
く
、
上
部
に
如
来
像
の
あ
る
珍

し
い
石
造
物
で
す
。
年
代
の
わ
か

ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
旧

延
命
寺
の
歴
史
や
当
時
の
民
間
信

仰
を
探
る
希
少
な
資
料
で
す
。

成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
か
ら
出
土
し

た
旧
石
器
時
代
お
よ
び
縄

文
時
代
の
資
料
約
１
２
０

０
０
点
が
今
回
一
括
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
体

は
縄
文
時
代
で
、
早
期
の

沈
線
文
系
土
器
や
、
前
期

の 
石
鏃 
製
作
工
程
を
復
元

せ
き
ぞ
く

で
き
る
資
料
な
ど
大
変
重

要
な
資
料
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。

　

１
月
７
日
（
水
）
午
前　

時
半

１０

か
ら
が
、
①
滝
山
児
童
館
、
け
や

き
児
童
館
。
午
後
２
時
半
か
ら
が

②
中
央
児
童
館
、
く
ぬ
ぎ
児
童
館
。

公
演
内
容
は
①
が
「
三
つ
の
小
さ

な
物
語
」、「
貧
乏
神
と
福
の
神
」

（
上
映
時
間　

分
）。
②
が
「
す
も

６０

う
と
つ
な
ひ
き
」、「
町
の
ね
ず
み

と
田
舎
の
ね
ず
み
」（
上
映
時
間　
５５

分
）。い
ず
れ
も
４
歳
児
〜
小
学
生
。

　

日
（
火
）
午
後
３
時
か
ら
参
加

１６整
理
券
（
無
料
）
を
各
児
童
館
で

配
布
し
ま
す
。

　

幼
児
に
は
、
保
護
者
の
同
伴
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

行
事
の
詳
細
は
、
各
児
童
館
へ

問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

滝

山 

　
　
　

滝
山
４
ノ
１
ノ　
 10

　
　
　

�　

・
７
２
１
４
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（

）

　

☆
絵
本
だ
い
す
き
＝　

日（
火
）

１６

午
前　

時
〜　

時　

分
。
手
遊
び
、

１１

１１

２０

読
み
聞
か
せ
、
絵
本
紹
介
。
２
〜

４
歳
児
。

　

☆
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
＝

　

日
（
木
）
①
午
後
３
時
か
ら
が

２５幼
児
②
午
後
３
時
半
か
ら
が
小
学

生
。

　

☆
幼
児
お
た
の
し
み
交
流
会
＝

　

日
（
金
）
午
前　

時
〜　

時
半
。

１９

１０

１１

く

ぬ

ぎ 

　
　
　

前
沢
４
ノ
６
ノ
３ 

　
　
　

�　

・
７
３
１
５
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（

）

　

☆
お
は
な
し
の
日
＝　

日（
火
）

１６

午
後
４
時
か
ら
。
お
話
と
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
。
小
学
生
。

　

☆
ク
リ
ス
マ
ス
会
＝　

日（
木
）

２５

午
後
２
時
か
ら
。
お
は
な
し
く
ぬ

ぎ
に
よ
る
人
形
劇
・
ダ
ン
ス
・
ハ

ン
ド
ベ
ル
ほ
か
。
冨
澤
政
雄
氏
に

よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。
４
歳
児

〜
中
学
生
１
５
０
名
。　

日（
月
）

１５

午
後
３
時
か
ら
入
場
整
理
券
配

布
。

　

☆
ア
ト
リ
エ
く
ぬ
ぎ
＝　

日
２６

（
金
）午
前
９
時
半
か
ら
。
お
正
月

飾
り
づ
く
り
。
小
・
中
学
生
。

　

☆
大
そ
う
じ
＝　

日
（
金
）
午

２６

後
２
時
半
か
ら
。
み
ん
な
で
児
童

館
を
き
れ
い
に
し
よ
う
。

中

央 

　
　

中
央
町
１
ノ　

ノ　
 

10

11
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・
２
１
６
１
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（

）

　

☆
ク
リ
ス
マ
ス
会
＝　

日（
土
）

２０

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
。
劇
、
音

楽
、
ダ
ン
ス
等
（
予
定
）。
注
意
：

内
容
は
幼
児
向
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
４
歳
児
（
要
保
護
者
同
伴
）

〜
中
学
生
２
０
０
名
。
参
加
整
理

券
（
無
料
）
配
布
中
。
２
０
０
枚
。

整
理
券
が
無
く
て
も
入
場
で
き
ま

す
が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
不
足
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

☆
将
棋
大
会
＝　

日
（
水
）
午

２４

後
３
時
か
ら
。
小
学
生
。
指
導
は

東
久
留
米
市
将
棋
研
究
会
。
対
戦

開
始
前
に
申
し
込
み
を
。

　

☆
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
日
＝　

日
２５

（
木
）
午
後
３
時
か
ら
。
小
・
中
学

生
。
跳
び
や
す
い
服
装
で
。

　

☆
大
そ
う
じ
＝　

日
（
金
）
午

２６

後
１
時
半
か
ら
。
小
・
中
学
生
。

１
年
間
遊
ん
だ
児
童
館
を
み
ん
な

で
き
れ
い
に
し
ま
す
。

　

☆
休
館
の
お
知
ら
せ
＝　

日
１９

（
金
）
午
後
、　

日
（
土
）
午
前
は

２０

ク
リ
ス
マ
ス
会
準
備
の
た
め
休
館

し
ま
す
。

　

☆
ヤ
ン
グ
ア
タ
ッ
ク　

卓
球
大

０４

会
＝
1
月
６
日
（
火
）
午
後
１
時

半
〜
４
時
。
中
学
生
以
上
。
試
合

前
に
申
し
込
み
を
。
な
お
、
午
後

は
遊
戯
室
で
は
遊
べ
ま
せ
ん
。

け

や

き 

　
　

大
門
町
２
ノ　

ノ
５ 

10

　
　
　

�　

・
６
６
５
３
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（

）

　

☆
お
は
な
し
の
日
＝　

日（
火
）

１６

午
前　

時
か
ら
。
絵
本
の
読
み
聞

１１

か
せ
、
手
遊
び
等
。
２
〜
３
歳
児
。

　

☆
ク
リ
ス
マ
ス
会
＝　

日（
水
）

１７

午
後
２
時
半
〜
４
時
。
４
歳
児
〜

小
学
生
２
０
０
名
。
け
や
き
座
に

よ
る
人
形
劇
、
子
ど
も
た
ち
の
出

し
物
（
小
学
生
向
け
の
内
容
で
）。

参
加
整
理
券
配
布
中
。

　

☆
大
そ
う
じ
＝　

日
（
金
）
午

２６

後
３
時
か
ら
。

１
年
間
遊
ん

だ
児
童
館
を

き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
午
後
３
時

か
ら
は
児
童

館
で
遊
べ
ま
せ
ん
）。
小
・
中
学
生
。

　

☆
休
館
の
お
し
ら
せ
＝　

日
１７

（
水
）午
前
中
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
準

備
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　

明
る
い
選
挙
、
き
れ
い
な
政

治
を
目
指
し
て
、
市
内
の
小
・

中
学
生
か
ら
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
を
含
む
全
応
募
作

品
を
、
１
月
６
日
（
火
）
〜　
１２

児
童
館
新
春
観
劇
会

「
劇
団
や
ま
い
も
―
人
形
劇
」

日
（
祝
）
の
間
、
市
民
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で
展
示
し
ま
す
。

　

入
選
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　
【
入
選
】
石
川
直
樹
（
西
中
学

校
二
年
）
▽
浪
岡
真
衣
（
同
校

二
年
）
▽
輿
水
秀
駿
（
下
里
中

学
校
一
年
）
▽
林
華
穂
（
第
三

小
学
校
三
年
）▽
山
内
美
佳（
同

校
六
年
）
▽
道
田
泉
（
第
四
小

学
校
五
年
）
▽
宮
澤
織
江
（
第

五
小
学
校
五
年
）▽
渡
邊
魁（
同

校
六
年
）
▽
奥
山
隼
輔
（
第
九

小
学
校
六
年
）▽
山
口
春
香（
同

校
六
年
）
▽
荒
井
香
保
（
同
校

六
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

　

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�　

・
７
７
９
０
へ
。

７０

　

ひ
な
祭
り
に
向
け
て
、
は
ま
ぐ

り
を
使
っ
た
内
裏
び
な
ま
た
は
三

人
官
女
を
作
り
ま
す
。
お
正
月
に

使
わ
れ
る
は
ま
ぐ
り
の
貝
殻
を
用

意
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
２
〜

３
名
の
グ
ル
ー
プ
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。

　

▼
日
時　

２
月
６
日
（
金
）
午

後
１
時
半
〜
４
時
半

　

▼
会
場　

福
祉
会
館
大
会
議
室

　

▼
参
加
費　

３
０
０
円

　

▼
定
員　
　

名
（
応
募
多
数
の

５０

場
合
は
抽
選
）

　

▼
持
ち
物　

大
き
め
で
、
焼
い

て
い
な
い
は
ま
ぐ
り
の
貝
殻
（
内

は
ま
ぐ
り
の

ひ
な
人
形
づ
く
り

裏
び
な
は
２
組
、
三
人
官
女
は
３

組
）、筆
記
具
、ふ
き
ん
、エ
プ
ロ
ン

　

申
し
込

み
は
１
月

　

日
（
火
）

２０ま
で
（
必

着
）に
、往

復
は
が
き

に
「
は
ま

ぐ
り
の
ひ

な
人
形
づ

く
り
参
加

希
望
」
と

書
い
て
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
の
人
形
を
記
入

し
、
〒
２
０
３
―
８
５
５
５
、
市

役
所
介
護
福
祉
課
「
生
き
が
い
健

康
の
会
事
務
局
」
あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
会
事
務
局
介
護
福

祉
課
高
齢
サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
４

９
２
３
）
へ
。

　

消
防
署
で
は
、「
第　

回
市
民
救

２７

第　

回
市
民
救
命
士
養
成

２７
講
習
兼
上
級
救
命
講
習
会

命
士
養
成
講
習
兼
上
級
救
命
講
習

会
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
も
市
民
救
命
士
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
。

　

▼
日
程　

４
日
間
コ
ー
ス
。
２

月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）　

日

２１

２２

２８

（
土
）・　

日
（
日
）
の
い
ず
れ
も

２９

午
後
１
時
〜
５
時

　

▼
対
象　

満　

歳
以
上
で
、
市

１５

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　

▼
参
加
費　

１
０
０
円

   
▼
講
師　

専
門
医
師
お
よ
び
救

急
救
命
士　

　

▼
定
員　
　

名
（
応
募
多
数
の

４０

場
合
は
抽
選
）

　

申
し
込
み
は
１
月　

日
（
土
）

２４

ま
で
に（
必
着
）、は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３

―
０
０
５
２
、
幸
町
３
ノ
４
ノ　

、
３４

消
防
本
部
警
防
課
救
急
福
祉
係
あ

て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
課
救
命
講
習
担
当

�　

・
０
１
１
９
へ
。　

７１

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２
〜
４
歳
児
。

　

☆
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会

＝　

日
（
土
）
午
後
２
時
半
〜
４

２０
時
。
合
奏
、
劇
、
ダ
ン
ス
ほ
か
。

小
学
生
以
上
。
約
２
０
０
名
。
西

部
地
域
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

で
。
整
理
券
配
布
中
。

　

☆
み
ん
な
で
大
そ
う
じ
＝　

日
２６

（
金
）
午
後
３
時
〜
４
時
半
。

　

◆
旧
跡

　

●
楊
柳
沢
御
殿
跡
（
八

幡
町
２
ノ　

）
１１

　

東
久
留
米
市
域
は
江
戸
時
代
に

尾
張
徳
川
家
の
御
鷹
場
で
、
正
保

元
年
（
１
６
４
４
年
）
か
ら
延
宝

４
年
（
１
６
７
６
年
）
ま
で
前
沢

村
（ 
米
津 家
領
地
）
に
大
名
の
宿

よ
ね
き
つ

泊
所
が
設
け
ら
れ
、 楊
柳
沢 御
殿

よ
う
り
ゅ
う
さ
わ

や
前
沢
御
殿
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

尾
張
名
古
屋
城
の
別
名
で
あ
る
楊

柳
城
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
、
北

側
を
流
れ
る
川
は
今
も
楊
柳
川
と

名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は

旧
延
命
寺
跡
の
墓
地
と
な
っ
て
い

て
、
当
時
の
遺
構
は
現
存
し
ま
せ

ん
が
、
江
戸
時
代
の
東
久
留
米
市

域
に
お
け
る
徳
川
幕
府
の
支
配
体

制
と
御
鷹
場
の
関
係
を
知
る
上
で

貴
重
な
旧
跡
で
す
。

旧延命寺跡民間信仰石造物群と楊柳沢御殿跡

石幢六地蔵


